
How can a sparrow know of the swan's ambitions?

どうしてスズメに白鳥の大望が分かろうか。
> sparrow スズメ  > ambition 野望、宿願、野心

※反語的言い回しになります。直訳は「どうすれば分かるか？」ですが、実際は「どうやっても分からないだろう」の意味です。know ofはknow aboutと同義。
You are truely an outstanding man without peer, a hero of insight and courage!

あなたは比肩（ひけん）無き真の傑物です。見識と勇気を兼ね備えた英雄だ。
> outstanding （形）傑出した、目立つ　　（参）stand out 傑出する、目立つ　※Mike is so tall that he stands out even in a crowd.　マイクはとても長身で人混みでも目立つ。
> without (a) peer　並ぶ者がいない　※peerは「同格の相手」といった意味。
> insight 洞察力、見識、先見の明  > courage 勇気
There were many eyes and ears in the hall. I had no choice but to humiliate you a bit.

広間には多くの人がいたので、あなたを少し侮辱せざるを得なかった。
> have no choice but to (do)　○○する以外の選択肢がない　※このbutは「○○以外は」の意味。
> humiliate （動）辱める、屈辱を与える
※言うまでも無くmany eyes and earsはmany peopleを比喩的に表している。
Let's say we're even for what you did to me two years ago.

今回の件で２年前のあなたの行為はチャラだと言っておきましょう。
> even ※様々な意味を持つが、ここでは「おあいこ」「差し引きゼロ」の意味。
> what ※関係代名詞としての用法。「○○の事」の意味。２年前、あなたが私にした事。
※Let’s sayは「○○と言いましょう」ですが、日本語の「言うなれば」といった感じで使われている。
To be honest, I already regret my assassination attempt. I ought to have rallied brave souls and organized a militia to fight the traitor. I could have saved the realm and the people. I could've accomplished something noble and spectacular. That's what I should have done. But it was the more difficult path. And what did I do? I chose the easy way, ignoring the bigger picture.

実を言うと、もう暗殺を企てたことを後悔している。私は勇士たちを集めて軍隊を組織し、国賊に挑むべきだった。（そうしていれば）国と人民を救うことができただろう。高尚で壮大な何かを成し遂げられただろう。それが私がすべきことだったのだ。だがそれはより困難な道だった。そして私は何をした？大局に目を背け、より楽な道を選んだのだ。
> to be honest 正直に言うと、実は　　> regret （動）後悔する　（名）後悔の念
> assassination 暗殺  （動）assassinate 暗殺する　（参）assassin 暗殺者
> attempt （名）試み、企て　（動）試みる、企てる　　※tryの上位語。
> ought to (do) ○○すべきである　※助動詞の１種だが、後ろにto doを従える。shouldと同義。toの後ろに「現在完了形」（have＋過去分詞）を従えると「○○すべきだった（のにしなかった）」の意味。これはshouldも同様。 ※I should have been more careful.　もっと注意しておけばよかった。
> rally （動）結集する、呼び集める　※「何かを支持するため集う」の意味合いがある。
> soul ※無論「魂」の意味だが、ここでは比喩的に「人」の意味。
> militia ※軍隊の一種だが、正規軍ではなく民兵組織の意味。
> traitor （名）裏切り者、国賊　　（動）betray 裏切る
> could have saved　※仮定法の文章。
> realm 王国、王朝　　（同）kingdom, dynasty
> accomplish （動）成し遂げる　　> noble （形）高貴な、気高い　（名）貴族
> spectacular （形）派手な、見事な  > path 道、小道　※ここでは比喩的に「方法」「道筋」。
> ignore （動）無視する

I'm all alone now. But you have parents, a wife and children. What will you do about them?

私は今、独り身だ。だがお前には両親も女房も子供達もいる。彼らをどうするつもりだ？
I'll just pretend that they never existed.

最初からいなかった（一度も存在しなかった）ことにします。
You are an outstanding man withou peer, a noble soul that moves the very heavens.

お前は比肩無き真の傑物だ。その高潔な魂は天そのものを動かすだろう。
> pretend （動）○○のふりをする　　> exist （動）存在する
※曹操が自分を評して陳宮の言った言葉をそのまま返している点に注目。
On top of that, I don't think Yuan Shao is a worthy leader.

おまけに（今述べた事に加えて）袁紹は仕え甲斐のあるリーダーではないと思う。
> on top of A　Ａに加えて　　（同）besides A, in additon to A

> worthy （形）価値のある、立派な、尊敬に値する
That's like luring a tiger to drive off a wolf. At the end, the tiger would cause more harm than the wolf.　それ（各地の豪族を都に集結させること）は狼を追い出すため、虎を呼び寄せる如き行為です。結果、虎は狼以上の害をもたらすでしょう。
> lure （動）誘惑する、おびき寄せる　※釣り具の「ルアー」はこれ。
> drive A off　Ａを追いやる、追い立てる
> would　※仮定法を用いて「もしもそんなことをすれば」と控えめな意見を述べている。willでも良いが、その場合は断定的な印象となる。
> cause （動）引き起こす、原因となる　（名）原因
I'm now your accomplice. However, your head is worth 1,000 gold and mine is worth only 50.
今や私はあなたの共犯者扱いです。もっとも、あなたの賞金首は千金で私の首は僅か５０金ですが。
Sorry. My head is too expensive, and yours is too cheap.

悪いな。私の首は高過ぎるし、お前の首は安すぎる。
> accomplice （名）共犯者
> worth A　Ａに値する、Ａの価値がある　※上のworthyの関連語。
Let's just say, I'd rather distrust myself than distrust him.

私は自分自身よりも彼をむしろ信頼するとでも言っておこう。
> would rather A than B Ｂするよりも、むしろＡしたい　※控えめな願望を表す重要表現。（例）I would rather die than ask him for help. アイツに助けを求めるくらいなら死ぬ方がマシだ。
> distrust　（動）信用しない、怪しむ　※いうまでも無くtrustの反意語。
※厳密な訳は「私は彼よりもむしろ自分自身を疑う」。つまり、「彼は私よりも信頼に足る人物だと私自身が認める」の意味。
If it weren't for you, my nephew wouldn't be alive. Please accept my gratitude.

あなたがいなければ甥は今頃生きていないでしょう。私の感謝の気持ちをお受けください。
> if it were not for A　もしもＡが無ければ　※仮定法の有名な表現。何故この意味になるのかは不明。without一言で言い換えも可能。（例）Without you, I would have died then.　君がいなかったら、あの時私は死んでいたでしょう。

> gratitude 感謝の気持ち
People will betray their friends for a bit of grain. The world isn't the same now. People are now unpredictable.　人が一握りの穀物のために友人を売る時代だ。世の中、変わってしまった。人の思考や行動は今や予期できないのだ。
Are you saying Lu Boshe is buying wine as an excuse to tip off the guards and have them arrest us?　伯奢殿が酒を買いに行くというのは町の警備兵に密告し、我々を逮捕させるための口実だと言いたいのですか？
He must be.
そうに違いない。
> betray （動）裏切る　（参）traitor 裏切り者
> a bit of A　僅かな量のＡ　　（参）I’m a bit tired.　少し疲れました。
> grain　穀物類、（米などの）粒
> unpredictable （形）予想できない　（反）predictable  （動）predict 予言する
> excuse （名）言い訳、口実　（動）許す、弁解する　※名詞と動詞でやや発音が異なる。
> tip A off about B　Ｂの件をＡに密告する　（例）They hired Golgo13 to assassinate the traitor who tipped off the police about the plan.　彼らは計画を警察に密告した裏切り者の始末にゴルゴを雇った。
> have A (do)　Ａに（依頼して）○○させる　※いわゆる「使役」の用法。  > arrest （動）逮捕する
> must　※ここでは「義務」（○○しなくてはいけない）ではなく「強い推量」（○○に違いない）の意味。He must beはHe must be buying ... 以下が省略されたもの。
Given the situation, we'll have to risk our lives and kill our way out.

状況を考えると、命懸けで連中を殺し、脱出路を切り開くしかあるまい。
> given A　Ａを考慮すると　※「Ａが前提条件として与えられているので」といった感じ。本来はgiveの過去分詞だが、前置詞のように使われる。thatを従えることも可能。　（例）Given that you speak English the best of us all, you should give the presentation.　我々の中で君が一番英語が得意な事を考えれば、君がプレゼンをすべきだろうな。
> risk one’s life　命を懸ける、命を危険にさらす
> kill one’s way out　※「殺して脱出のための道を切り開く」の意味。fight one’s way outとも言える。
（参）She talked her way out of giving the presentation. That’s exactly why we wanted to choose her, though. 彼女は言葉巧みにプレゼンの役を逃れた。まさにだからこそ彼女を選びたかったのだが・・・。
We've committed a terrible crime.

我々はとんでもない罪を犯してしまった。
> commit （動）（罪などを）犯す　※「結果にコミットする」の語源であり、その場合は「決意する」「約束する」「献身する」といった意味。　
You are too suspicious!
あんたは猜疑心が強すぎる！

> suspicious （形）疑い深い

